元の 末に は 天下 大いに 乱れて、 一時 は 群雄割拠の 時 

ほうこく そん せきとう 

代 を 現出した が、 そのうちで 方 谷 孫と いうの は浙 東の 

地方 を 占領して いた。 彼 は 毎年 正月 十五 日から 五日の 

あいだ は、 明 州府の 城内に 元霄 (陰暦 正月 十五 日の 夜) 

燈を かけつら ねて、 諸人に 見物 を 許す ことにし ていた 

ので、 その 能よ いの 賑わい は ひと 通りでなかった。 

しせい ちんめ いりょう 

元の 至 正 二十 年の 正月で ある。 鎮明嶺 の 下に 住ん 

きょうせ い 

でい る 喬生 という 男 は、 年が まだ 若い のに さきごろ 

その 妻 を 喪 つて、 男 やもめの 心さび しく、 この 元霄の 

とうろう かど 

夜に も燈籠 見物に 出る 気 もな く、 わが 家の 門に たたず 

んで、 むなしく 往来の 人び と を 見送って いるば かりで 



さんこう 

あった。 十五 日の 夜 も 三更 (真夜中の 十二時から 二 時 

間) を 過ぎて、 人影 もよう やく 稀に なった ころ、 髪 を 

こおんな ぼたんとう 

両輪に 結んだ 召使 ふうの 小 女が 双頭の 牡丹 燈を かかげ 

てさきに 立ち、 ひとりの 女 を 案内して 来た。 女 は 年の 

すいしゅう こうくん きぬ しなやか 

ころ 十七、 八で 翠袖紅 裙の衣 を 着て、 いかにも 柔婉な 

姿で、 西 を さして 徐 かに 過ぎ去った。 

うかが こくしょく 

喬生は 月の ひかりで 窺 うと、 女 はまこと に 国 色 (国 

内 随一 の 美人) ともいうべき 美人で あるので、 

しんこん ひょうとう 

神 魂 飄蕩、 われに も あらず 浮かれ 出して、 その あと を 

さと 

追って ゆく と、 女 もやが て それ を覚 つたら しく、 振り 

返って ほほえんだ。 



「別にお 約束 をした わけで もない のに、 ここでお 目に 

かかる と は、 何 かの ご 縁で ございま しょうね」 

しお 

それ を 機に、 喬生 は走リ 寄って 丁寧に 敬礼した。 

「わたしの 住居 はすぐ そこです。 ちょっとお 立ち寄り 

くださいますまい か」 

女 は 別に 拒む 色 もな く、 小 女 を 呼び返して、 喬 生の 

うち ま なま 

家へ 戻って 来た。 初対面ながら 甚だう ちとけ て、 女 

は 自分の 身の上 を 明かした。 

ふ あざな れいけい しゅくほう 

「わたくしの 姓 は符、 字は麗 卿、 名 は 淑芳と 申し ま 

して、 かって 奉 化 州の 判 (高官が 低い 官を 兼ねる) を 

勤めて おりました 者の 娘で ございま すが、 父 は 先年 こ 



に 貼れ、 他の 一 枚 は 寝 ム，， 口に 貼れ。 そうして、 今後 ふた 

たび 湖心 寺の あたりへ 近寄るな と 言い聞かせた。 

家へ 帰って、 その 通りに 朱符を 貼って おくと、 果た 

して その後 は 牡丹 燈 のかげ も 見え なくなった。 それ か 

てんしゅ うきょう 

ら ひと 月 あまりの 後、 喬生 は袞繡 橋の ほとりに 住む 

友達の 家 をたず ねて、 そこで 酒 を 飲んで 帰る 途中、 酔つ 

いまし 

た まぎれに 魏 法師の 戒め を 忘れて、 湖心 寺の 前 を 通 

リ かかる と、 寺の 門前に は 小 女の 金 蓮が 立って いた。 

「お 嬢 さまが 久しく 待って おいでになります。 あなた 

もずい ぶ ん 薄情な かたで ございま すね」 

(やおう 

否応い わさずに 彼 を 寺 中へ 引き入れて、 西廊の 薄暗 



ける が w とくに 見えた。 僧 は 嘆息して 言 つ た。 

「これ は 奉 化 州 判の 符 という 人の 娘です。 十七 歳のと 

きに 死んだ ので、 かりに その 遺骸 を この 寺に あずけた 

ままで、 一家 は 北の方へ おもむき ましたが、 その後な 

たよ リ こんにち 

んの 消息 もありません。 それが 十二 年後の 今日に 至つ 

て、 こんな 不思議 を 見せようと は、 まことに 思い も 寄 

らな いこと でした」 

なにしろ そのまま にして はお かれない というので、 

男と 女の 死骸 を 蔵め たままで、 その 柩を 寺の 西 門の 外 

うず 

に 埋める と、 その後に また 一 つの 怪異 を 生じた。 

くち 

陰った 日 や 暗い 夜に、 かの 喬 生と 麗 卿と が 手 を ひか 



更に 大きい 筆 を 執って みずから その 判決 を 書いた。 そ 

の 文章 はすこぶ る 長い ものであるが、 要するに かれら 

し じょう たが 

三人 は 世 を 惑わし、 民 を 誣い、 条 (教えの 個条) に 違 

い、 法 を 犯した 罪に よって、 かの 牡丹 燈を 焼き捨てて、 

きゅうせん 

かれら を 九泉の 獄屋へ 送る というの であった。 急 急 

如 律令、 もう 寸刻の 容赦 もない。 この 判決 をう けた 三 

なげ 

人 は、 今 さら 嘆き悲しみながら、 進まぬ 足 を 追い立て 

られ て、 泣く 泣く も 地獄へ 送られて 行った。 それ を 見 

关 J つて、 道 人 はすぐ に 山/帰った。 

あくる 日、 大勢が その 礼 を 述べる ために 再び 登山す 

ると、 ただ 草庵が 残って いるば かりで、 道 人の 姿 はも 



底本 ： 「世界 怪談 名作 集 下」 河 出 文庫、 河 出 書房 新 社 

1987 (昭和 S) 年 9 月 4 日 初版 発行 

2002 (平成 M) 年 6 月^日 新装 版 初版 発行 

入力 ： 門 田裕志 

校正 " 小 林繁雄 

2 o o 3 年 9 月 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



